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(1) 貸出・預金平残の推移

11．営業実績．営業実績
(1) 貸出 預金平残の推移

 13年度第３Ｑ累計の貸出平残は、前年同期比2.3％増加。預金平残は、同4.0％増加。
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(2) 貸出平残の推移

11．営業実績．営業実績
(2) 貸出平残の推移

 13年度第３Ｑ累計の個人ローン平残は、住宅ローン（前年同期比+5.9％増）、アパートローン（同3.8％増）の増加を中心に全体で同5.0％増。

 中小企業向け貸出が減少したこともあり、 13年度第３Ｑ累計の法人等向け貸出平残は前年同期比0.1％減。しかしながら、県内生産がゆる
やかに増加していることもあり、13年12月末の準公共を除いた中小企業向け貸出末残は前年同期比0.2％増。
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(3) 預金・貸出金利回りの推移（国内業務部門）

11．営業実績．営業実績
(3) 預金 貸出金利回りの推移（国内業務部門）

 13年度第３Ｑ（３ヶ月）の貸出金利回りは1.46％とほぼ計画線。
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(4) 有価証券ポートフォリオ・政策投資株式の状況

１．営業実績１．営業実績
(4) 有価証券ポ トフォリオ 政策投資株式の状況

 13年12月末の有価証券は、３月末比739億円減少の21,530億円。

 政策投資株式については、資本（Tier1）に対する保有株式の割合を12％まで低減。
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(5) 個人向け投資型商品残高の推移

11．営業実績．営業実績

(5) 個人向け投資型商品残高の推移

 13年度第３Ｑ累計のグループ全体の投資信託・保険商品等の販売額(浜銀ＴＴ証券含む)は、前年同期比992億円増加の4,957億円。

 13年12月末のグループ全体の個人向け投資型商品残高（浜銀TT証券含む）は20,977億円。
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22．決算概要．決算概要
(1)2013年度第3四半期決算サマリー(1)2013年度第3四半期決算サマリ

 13年度第３Ｑ累計の単体四半期純利益は、前年同期比39億円増加の451億円。

（単位：億円）
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（11月8日公表）
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(2) 与信関係費用＆不良債権

22．決算概要．決算概要
(2) 与信関係費用＆不良債権

 13年度第3Ｑ累計の与信関係費用は、前年同期比13億円減少の70億円。
 13年12月末の不良債権比率は、2.1％と引き続き低位安定。
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＊10年度は償却債権取立益を与信関係費用に含めて算出
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なお、13（1-3Ｑ）の値は9ヶ月の実績を年率換算したもの



(3) 資本・株主還元の状況

22．決算概要．決算概要
(3) 資本 株主還元の状況
 13年12月末の普通株式等Tier1比率（連結）は11.94％と十分な水準を維持。
 13年度は、合計150億円の自己株式取得を実施。（2月17日～3月24日取得予定分を含む）
 13年度の決算を見据え、利益還元方針に沿った特別配当を検討。
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事前に株式会社横浜銀行の許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製し、又は第三
者に配付することを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作成されたもの
であり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載された事項の全部
又は 部は予告なく修正又は変更されることがあります 本資料には将来の業績に関する又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業績に関する
記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境
の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。


